【報告用資料】
塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第4回）議事概要　報告書
	１．会 議 名
	塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第4回）

	２．日　　時
	平成26年2月12日（水）　18:30　～　20:20

	３．場　　所
	塩竈市役所　２階会議室

	４．出 席 者
	＜子ども・子育て会議委員＞　14名（欠席　横山委員）
＜塩　竈　市＞　5名・健康福祉部長、子育て支援課長
子育て支援課職員2名
教育部学校教育課職員1名
＜コンサル＞　　1名・アシスト㈱


＜議　事　概　要＞
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１．開　　　　　　　会　　　司会（子育て支援課長）
２．挨　　　　　　　拶　　　　　（健康福祉部長）
３．議　　　　　　　事　　　
（１）協議事項
①「塩竈市子ども・子育て支援事業計画」骨子案について
　　　平成２６年度に策定する「子ども・子育て支援事業計画」の骨子案の全体構成について説明を行った。計画の基本的な考え方・体系については、現在計画期間中である「のびのび塩竈っ子プラン」の基本理念等は引き継ぎつつ、未就学児の教育・保育及び子ども・子育て支援事業に特化した内容で案を作成し、施策の項目立てについて協議を行った。会議の中では意見を出しきれないので、FAXで意見をいただき、次の会議に反映させることとした。
　②区域の設定について
　　子ども・子育て支援事業計画策定にあたり、区域を設定する必要があることから、小学校区に基づく（案１）と、本市を一つの区域にする（案２）で検討を行った。市の規模から、案２で設定することとした。
（２）報告事項
①子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果について
　「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査報告書」（未定稿）に沿ってアシスト㈱より報告を受け、調査結果からみた市全域の課題９点を中心に考察を行った。
　　４．その他　　　　
次回（第５回）は３月中旬以降に開催する。決定次第連絡をする。
＜出された主な意見＞
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（１）「塩竈市子ども・子育て支援事業計画」骨子案について
【委員】のびプラ第1章第1節4.「小児医療の充実」は、新計画第1章第1節2．「子どもと母親の健康づくりの推進」に入るのでしょうか。また、のびプラ第1章第1節2.「食育の充実」は新計画第1章第1節1.「家庭教育の充実」に入るのでしょうか。
【事務局】小児医療の充実については、市域医療圏の中で話し合いがされているので、それぞれの分野の中で推進していくということで項目をはずしています。「食育の充実」についてはそのとおりです。
【委員】被災地として、仮設住宅から通う子どもがいる状況で、そのような視点も必要と思いますが、新計画第2章第2節1.「地域コミュニケーションの促進」に含まれるでしょうか。
【事務局】施策として全体に盛り込むのか、項目立てするのか、今後の議論の中で検討していきたいと思います。震災後の心のケアに関連して、第2章第1節3.「児童虐待防止」の項目を新たに出しています。
【委員】新計画第1章第1節2.「子どもと母親の健康づくりの促進」については、家庭全体が健康であるように、父親の表現も含めてほしい。心と体が健康である表現だと良い。児童虐待にもつながると思います。
【事務局】ふさわしい表現を検討していきます。
【委員】新計画第1章第2節2.「幼稚園教育」の充実は、幼稚園だけでなく保育についても関係すると思います。幼保小連携も関わる部分だと思います。
また、のびプラ第2章第2節2.「親になる喜び」が新計画で削除されていますが、県の施策では親育ちを重視しています。これは新計画のどの部分に関係してくるでしょうか。
【事務局】のびプラ第3章第1節4.「交通安全と防犯、防災の充実」については塩竈の地域の特性や震災の被害があり、関係部局で横断的に計画を作っていますが、新計画に盛り込むべきか、別な計画で手厚く行うべきか考えたいと思います。
【議長】「幼稚園教育」については、今後認定こども園が入ってくる可能性があるので、包括できるといいと思います。また、「親になる喜び」は大事な視点であり、今は中学生からの視点となっています。幼児教育や保育の充実の中に入れられるのか、検討したいと思います。「交通安全と防犯、防災の充実」については、防災計画を作成し、保育所でも月1回訓練しているということです。新計画第2章第1節か第2節で入れ込めるか、検討します。
【委員】「親になる喜び」は、のびプラ協議会の中でも力を入れて議論したところです。残していただけるといいと思います。
【委員】新計画第1章第2節2.「幼稚園教育の充実」は教育時間の拡充という意味でしょうか。
【事務局】のびプラ第2章第1節「多様な生涯学習の推進」の中に「幼稚園教育の推進」が含まれておりました。時間だけでなく、働きながらの子育てを支援するにあたり、どこまで踏み込めるか考えていきたいと思います。
【議長】認定こども園になると、未満児・以上児も入りますので、拡充には利用のし易さという意味も入ると思います。このような意味も含むようなタイトルになるといいと思います。
【委員】新計画第1章第3節1.2.3で「給付制度」「助成制度」「減免制度」の「普及」とありますが、「充実」まで発展させてほしいと思います。
【議長】助成には県と市で分かれる部分があるので、可能なところを検討してほしいと思います。
（２）区域の設定について
【議長】区域の設定は、新たに保育所を認可する場合、どの様な区域で判断するかに関わってきます。小学校区で設定すると各学区で調整しなければならず、あまり規模が小さいと推計もしづらい状況になります。
【委員】これは保育所だけに適用されるのでしょうか。他の運用はあるのでしょうか。
【事務局】たとえば仲よしクラブですと、学校の空き教室を使用しているため、学校に密着しているので学区で区分しています。保育所は市内全域での調整をしています。
【議長】区域が大きいと、新たな施設を認可する時地域全体のバランスが取りやすいです。区域をあまり小さくしている自治体はなく、例えば、仙台市は区で設定しています。青葉区で言うと40万人、保育所は約30ヶ所です。塩竈市の今の人口規模で分割は難しいと思います。
（３）子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果について
「放課後児童クラブ（学童保育）を充実した事業内容のあり方」について
【委員】放課後児童クラブは高学年のニーズが低く、自宅・塾にニーズが分散しています。高学年のニーズ向上に向けての考察が示されていますが、ニーズが少ない事業を増やす方向に考えるべきかどうかとは違う問題だと思います。
【議長】限られた予算の中で何にお金をかけていくかという順序付けが必要になると思います。課題7「子育てに関する公的な相談体制のあり方」でも言えますが、相談件数が少なくても公的機関の役割があると思います。相談するのは祖父母ではなくて公的機関の方がいいということもあります。
【委員】学童保育は3年生までしかやっていないという見せ方をした方がいいと思います。
【委員】放課後の過ごし方についてですが、宮城県の子どもはテレビ・パソコン漬けという調査結果があり、脳・生理現象への影響は大きいと言われています。家庭と連携してメディアコントロールしながら家庭学習の充実が必要となってきます。また、学童保育としての児童館の利用が少なく、受け皿の少なさを感じます。１クラスに6.5％程の発達障害児童がいると言われ、放課後どのように過ごしているか気になります。仙台市児童館では障害児の学童保育を委託・併設しています。子育て支援の喫緊の課題と思います。
【議長】障害児に関しては、限られたスペースの中では過ごしづらいということもあるかもしれません。施設をどう利用していくかも課題になると思います。
病後児保育について
【委員】病後児保育について、ニーズは高いのに塩竈市ではやっていません。ファミリーサポートセンターを紹介されますが、実際病気の子どもは預かっていない状況です。
【議長】自由記載で出された、病児・病後児保育についての意見も課題として提起するといいと思います。以前子育て支援センターで病後児保育の支援を派遣しようとしましたが、利用者は０人でした。ファミリーサポートセンターは急な場合は利用しづらいということもありますが、５万人都市の財政規模としては難しい面もあるのではないでしょうか。
ニーズ調査をするとニーズが高いがフタをあけてみると利用者がいない。実際動かしてみようと思うとうまく機能しなかったという経緯もあります。今までやってきた施策を踏まえ、どのような施策をとるか、議論の対象にするといいと思います。
【委員】ファミリーサポートセンターでは、以前熱のあるお子さんを預かったこともありました。しかし、病気のお子さんを預かることに関しては、専門のところでお願いしたいと思っています。
定期的な教育・保育事業を利用しない理由について
【委員】質問項目「12-3　定期的な教育・保育事業を利用しない理由」の回答で、「利用する必要がない」（47.5％（回答者数316人））というのはどういうことか気になります。企業の支援が充実しているということなのか、深く煮詰めて考えていった方がいいと思います。
【議長】「12-3　定期的な教育・保育事業を利用しない理由」の部分では、もう少し細かいクロス集計を出せれば。保護者の就労形態とサービスを利用していない人の割合など、探っていくと次の施策に活かせると思います。
【事務局】ニーズ調査の概要については子ども・子育て支援事業計画にも載せます。計画の基本となる部分なので、次の会議までＦＡＸ等でご意見をいただきますようお願いします。
